
 

 

女
性
部
（
部
長 

山
美 

直
美
） 

   

■
令
和
７
年
度
総
会 

～
全
て
の
議
案
が
可
決
承
認
～ 

 

今
年
度
の
総
会
は
、
札
幌
北
広
島
ク
ラ
ッ

セ
ホ
テ
ル
で
４
月
15
日
に
開
催
。
来
賓
は
市

経
済
部
商
工
業
振
興
課
の
佐
々
木
課
長
、
商

業
部
会
担
当
の
竹
村
副
会
長
お
よ
び
木
原
工

業
部
会
長
で
、
45
名
の
部
会
員
が
出
席
し
ま

し
た
。 

 

南
部
会
長
の
挨
拶
の
後
、
来
賓
を
代
表
し

佐
々
木
課
長
か
ら
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
、
早

速
議
案
の
審
議
を
し
ま
し
た
。 

 

第
１
号
議
案
の
令
和
６
年
度
事
業
報
告
で

は
、
ま
ち
づ
く
り
活
性
化
委
員
会
の
取
り
組

み
と
し
て
、
野
球
観
戦
日
に
併
せ
、
Ｊ
Ｒ
北
広

島
駅
か
ら
エ
ス
コ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
へ
向
か
う

途
中
の
ど
ん
ぐ
り
公
園
で
、
飲
料
等
販
売
の

実
証
実
験
と
エ
ル

フ
ィ
ン
パ
ー
ク
交

流
広
場
に
て
『
き
た

ひ
ろ
イ
チ
オ
シ
物

産
展
』
を
行
い
10

事
業
所
が
参
加
し
、

多
く
の
人
に
興
味

を
持
っ
て
い
た
だ

い
た
こ
と
を
説
明
。

ま
た
親
睦
委
員
会

か
ら
は
、
好
評
に
つ

き
野
球
観
戦
を
７

月
と
９
月
の
２
回
実
施
し
た
こ
と
等
を
報
告

し
ま
し
た
。 

 

第
２
号
議
案
の
令
和
７
年
度
事
業
計
画

(

案)

で
は
、
Ｊ
Ｒ
北
広
島
駅
西
口
ゲ
ー
ト
パ

ー
ク
活
用
に
よ
る
活
性
化
の
取
り
組
み
、
商

店
街
活
動
推
進
補
助
事
業
、
部
会
員
相
互
の

親
睦
事
業
実
施
な
ど
を
提
案
し
、
原
案
ど
お

り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

最
後
に
、
当
日
出
席
し
た
新
部
会
員
４
名 

 

の
方
よ
り
自
己
紹
介
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

総
会
終
了
後
の
懇
親
会
は
竹
村
副
会
長
の

挨
拶
で
開
会
し
、
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
で

懇
親
を
深
め
、
木
原
工
業
部
会
長
の
締
め
の

挨
拶
で
宴
を
終
え
ま
し
た
。 

   

■
令
和
７
年
度
総
会 

 

～
第
40
回
経
済
セ
ミ
ナ
ー
の 

開
催
等
を
承
認
～ 

 

４
月
４
日
、
工
業
部
会
総
会
を
良
寿
し
で

開
催
し
来
賓
を
含
め
48
名
が
出
席
し
ま
し
た
。 

冒
頭
、
木
原
部
会
長
よ
り
、
令
和
６
年
度
事

業
へ
の
協
力
に
つ
い
て
感
謝
の
意
を
述
べ
、

事
業
計
画
案
に
あ
る
、
第
40
回
経
済
セ
ミ
ナ

ー
開
催
の
協
力
を
お
願
い
し
た
い
と
挨
拶
が

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
市
経
済
部
の
柴
部
長
か

ら
は
、
３
月
15
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た
ト
ナ
リ

エ
北
広
島
に
つ
い
て
触
れ
、「
駅
西
口
周
辺
エ

リ
ア
の
活
性
化
と
発
展
に
期
待
を
寄
せ
て
い

る
。」
と
の
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
部
会
長
が
議
長
と
な
り
議
事
を

進
行
。
議
案
第
１
号
の
令
和
６
年
度
事
業
報

告
で
は
、
人
手
不
足
対
策
の
た
め
の
Ｄ
Ｘ
に

関
す
る
講
習
会
の
実
施
、

半
導
体
工
場
の
Ｔ
Ｍ
Ｓ
Ｃ

進
出
に
よ
る
地
域
へ
の
影

響
や
、
熊
本
地
震
か
ら
の

復
興
状
況
を
学
ぶ
た
め
、

熊
本
県
の
大
津
商
工
会
や

益
城
町
復
興
ま
ち
づ
く
り

セ
ン
タ
ー
へ
の
道
外
視
察

研
修
を
実
施
し
た
旨
を
報

告
。
他
に
、
第
39
回
経
済
セ

ミ
ナ
ー
は
㈱
日
本
エ
ス
コ

ン
北
海
道
支
社
の
支
店
長 

加
藤
氏
を
招
き
、「
日
本
エ

ス
コ
ン
が
考
え
る
ま
ち
づ

く
り
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
し
た
こ
と
を
報
告

し
ま
し
た
。
続
い
て
議
案
第
２
号
の
令
和
７

年
度
事
業
計
画
（
案
）
で
は
、
部
会
長
か
ら
の

挨
拶
に
も
あ
っ
た
、
第
40
回
経
済
セ
ミ
ナ
ー

の
開
催
に
つ
い
て
、
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
と
し

て
活
躍
中
の
伊
藤
聡
子
氏
を
招
い
て
実
施
す

る
案
と
、
道
外
視
察
研
修
の
研
修
先
を
大
阪

関
西
万
博
と
す
る
こ
と
を
提
案
し
、
原
案
ど

お
り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

総
会
終
了
後
に
は
懇
親
会
が
行
わ
れ
、
冨

田
副
会
長
が
乾
杯
。
北
広
島
市
の
赤
毛
米
を

用
い
た
日
本
酒
「
久
蔵
翁
」
が
振
る
舞
わ
れ
た

ほ
か
、
テ
ー
ブ
ル
ご
と
に
部
会
員
の
紹
介
が

行
わ
れ
る
な
ど
、
参
加
者
同
士
の
親
睦
を
深

め
る
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
懇
親
会

の
最
後
は
南
商
業
部
会
長
か
ら
締
め
の
挨
拶

を
い
た
だ
き
、
懇
親
会
は
終
了
し
ま
し
た
。 

  
 

■
通
常
総
会 

～
新
役
員
体
制
が
ス
タ
ー
ト
～ 

 

４
月
８
日
、
札
幌
北
広
島
ク
ラ
ッ
セ
ホ
テ

ル
で
部
員
18
名
が
出
席
し
通
常
総
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
来
賓
と
し
て
市
経
済
部
商
工
業

振
興
課
の
佐
々
木
課
長
、

青
年
部
Ｏ
Ｂ
会
の
門
間

会
長
に
ご
臨
席
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

議
事
で
は
令
和
６
年

度
事
業
報
告
並
び
に
収

支
決
算
報
告
、
令
和
７

年
度
事
業
計
画
（
案
）
並

び
に
収
支
予
算
（
案
）
、

役
員
数
を
変
更
す
る
た

め
の
青
年
部
規
約
の
一

部
改
正
（
案
）
に
つ
い
て
審
議
し
、
原
案
ど
お

り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
任
期
満
了
に
よ
る
役
員
改
選
で
は

新
役
員
と
し
て
次
の
方
々
が
選
任
さ
れ
、
新

体
制
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

部 

長 
 

仲
野 

誠 

副
部
長 

 

冨
田 

征
人 

理 

事 
 

白
井 

早
千
乃
（
新
） 

 
 

牧
野 

辰
彦 

藪
中 

啓
太 

山
崎 

由
多
加 

監 

事 
 

立
藏 

潤 

森
田 

成
彦 

総
会
終
了
後
に
は
懇
親
会
を
開
催
し
、
新

役
員
紹
介
や
新
部
員
が
挨
拶
。
仲
野
部
長
は

「
今
回
で
二
期
目
と
な
る
が
、
皆
さ
ん
の
協

力
を
得
な
が
ら
事
業
を
進
め
て
い
き
た
い
。
」

と
述
べ
ま
し
た
。
そ
の
他
、
本
総
会
で
卒
部
と

な
る
部
員
に
記
念
品
を
贈
呈
し
、
卒
部
者
か

ら
は
青
年
部
活
動
で
の
思
い
出
が
語
ら
れ
る

な
ど
、
部
員
同
士
が
活
発
に
交
流
し
、
終
始
賑

や
か
な
雰
囲
気
で
盛
会
の
う
ち
に
終
了
し
ま

し
た
。 

  

■
通
常
総
会 

～
規
約
の
一
部
改
正
や 

部
費
の
改
定
を
承
認
～ 

 

４
月
７
日
、
良
寿
し
で
通
常
総
会
を
開
催
。

正
部
員
15
名
、
賛
助
部
員
３
名
が
出
席
し
ま

し
た
。 

事
業
報
告
で
は
、
市
内
先
進
企
業
・
市
内
観

光
資
源
等
研
修
で
北
広
島
市
防
災
食
育
セ
ン

タ
ー
の
視
察
や
、
Ｃ
ｏ

ｓ
ｍ
ｏ
ｓ 

ｉ
ｎ 

コ

ス
モ
ス
事
業
等
に
つ
い

て
報
告
。
事
業
計
画
で

は
道
内
視
察
研
修
等
の

実
施
に
つ
い
て
提
案
。

そ
の
他
、
令
和
６
年
度

中
に
８
名
の
脱
退
が
あ

り
、
部
員
減
少
傾
向
に

あ
る
た
め
次
回
の
役
員

改
選
時
に
理
事
の
定
数

を
15
名
か
ら
10
名
に
変
更
す
る
規
約
改
正

案
。
ま
た
部
員
減
少
に
よ
る
収
入
減
や
物
価

高
騰
等
で
事
業
費
が
増
加
し
て
い
る
た
め
今

年
度
か
ら
部
費
を
改
定
す
る
案
が
提
出
さ
れ
、

す
べ
て
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

近
年
、
事
業
者
の
配
偶
者
等
が
事
業
に
携

わ
る
こ
と
が
少
な
く
な
っ
て
お
り
、
新
入
部

員
を
増
や
す
の
は
難
し
い
状
況
で
す
。
こ
の

よ
う
な
中
、
今
年
度
は
女
性
部
の
活
動
を
知

っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
市
内
先
進
企

業
・
市
内
観
光
資
源
等
研
修
や
サ
ー
ク
ル
活

動
に
部
員
以
外
も
参
加
で
き
る
よ
う
に
し
ま

し
た
。 

 

事
業
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、
組
織
の
拡

充
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
た
め
当
女
性
部
で

は
新
部
員
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
興

味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。 

 
 

会員 741名(+12、-19) 

商業 450名(+10、-12) 

工業 347名(+ 2、- 7) 

青年 32名(+ 3、-14) 

女性 43名(+ 0、- 7) 
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※＋加入人数、－脱退人数 

■
新
会
員
紹
介 

 

【
商
業
部
会
】 

 

○
小
田 

明
彦 

様 

千
歳
市
北
陽
１-

16-

１ 
 

溝
ビ
ル
Ⅶ-

３
０
０
０ 

３
０
４
号
室  

○
Ｌ
Ｕ
Ｃ
Ｋ
Ｙ 

Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｄ 

Ｄ
Ｅ
Ｌ
Ｉ 

吉
住 

麻
里 

様 

希
望
ヶ
丘
３-

３-

18  

○
ユ
カ
ケ
ア
歯
科 

牧
野 

由
佳 

様 

北
進
町
１-

２-

６ 

七
番
街
ビ
ル
５
Ｆ  

○
陽
日
菜 

湯
浅 

美
樹
子 

様 

南
町
４-

９-

６  

○
㈱
ベ
ア
リ
ア
ス 

北
広
島
オ
フ
ィ
ス 

志
田 

智
隆 

様 

中
央
６-

13-

10  

○
㈱
ジ
ェ
ン
ト
リ
ー 

 
 

水
澤 

望 

様 
 
 

千
歳
市
み
ど
り
台
北
１-

７-

３  

○
ド
リ
ー
ム
・
ア
ク
ト  

 

髙
橋 

博
明 

様 
 
 

北
の
里
２
７
３-

１  

○
㈱
Ｎ
Ａ
Ｖ
Ｙ(

北
広
オ
ー
ト) 

 

今 

幸
夫 

様 
 
 

共
栄
町
４-

18-

１  

○
Ｐ
Ａ
Ｉ
Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｓ 

Ｇ
Ａ
Ｒ
Ａ
Ｇ
Ｅ 

 

Ｃ
Ｏ
Ｄ
Ｅ 

谷
口 

智
史 

様 
 
 

輪
厚
中
央
３-

２-

３   
 

【
工
業
部
会
】 

 

○
真
建
匠 

 
 
 

太
内
田 

真 

様 
 
 

大
曲
緑
ヶ
丘
３-

10-

９ 
 

○
エ
イ
テ
ッ
ク
㈱ 

北
広
島
支
店 

 

角 

尚
史 

様 
 

共
栄
町
４-

17-

５ 

Ｅ
Ｌ
Ｐ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｈ
Ｏ
Ｕ
Ｓ
Ｅ 

２
階  

 
 
 
 

 
 

青
年
部
（
部
長 

仲
野 

誠
） 

★商工会だよりへの御社ＰＲ掲載、
あるいはパンフレット・チ 

ラシ同封のご希望がありました 

ら、お気軽にお問い合わせくだ 

さい。(会員相互ＰＲ事業) 

商
業
部
会
（
部
会
長 

南 
 

仁
） 

工
業
部
会
（
部
会
長 

木
原 

雅
史
） 

mailto:shokokai@kitahironavi.or.jp
https://www.kitahironavi.or.jp/
mailto:shokokai@kitahironavi.or.jp
https://www.kitahironavi.or.jp/
mailto:shokokai@kitahironavi.or.jp
https://www.kitahironavi.or.jp/


 

 

◎商工貯蓄共済制度 
 

この制度は、「貯蓄」「融資」「保障」の３つの機能を組み合わせた、商工会会員及びそのご家族、従業員
の皆様のための、商工会独自の共済制度です。掛金の一部を保険料にまわし保険契約が結ばれることによ
り、万一の場合を保障されるとともに、掛金のほとんどは貯蓄積立金として金融機関に預けられ、利息が
ついて加入者のお手元に戻る仕組みとなっています。 
【加入資格】商工会の会員で６歳～７０歳までの健康な方 
【掛  金】月額１口２，０００円（年齢により最高２０口まで） 
【手 数 料】年額１口１，２００円（積立金より差引かれます） 
【保  障】１口につき以下の表 

<
職
員
退
任
の
ご
挨
拶>

 
■
事
務
局
長 

藤
木 

幹
久 

 

前
職
の
北
広
島
市
役

所
を
定
年
退
職
後
、
令

和
３
年
４
月
１
日
か

ら
事
務
局
長
と
し
て

４
年
間
務
め
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

振
り
返
り
ま
す
と
、
コ

ロ
ナ
禍
の
真
っ
只
中
、
様
々
な
事
業
や
イ
ベ

ン
ト
等
が
中
止
・
自
粛
さ
れ
る
中
で
の
ス
タ

ー
ト
し
た
４
年
間
は
、
不
安
と
戸
惑
い
の
中

あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て
し
ま
い
、
商
工
会

事
務
局
長
と
し
て
の
役
割
を
十
分
に
果
た
す

こ
と
が
で
き
ず
に
、
深
く
反
省
ば
か
り
が
残

る
在
任
期
間
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な

中
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
一
緒
に
苦
労
し
な

が
ら
職
場
を
共
に
し
た
職
員
の
皆
様
、
そ
し

て
事
務
局
を
支
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
会
員

や
役
員
の
皆
様
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
深

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

  

北
広
島
は
Ｆ
ビ
レ
ッ
ジ
の
開
業
を
機
に
ま

ち
の
姿
も
大
き
く
変
わ
り
、
多
く
の
方
々
に

期
待
さ
れ
な
が
ら
ま
ち
づ
く
り
が
進
ん
で
い

き
ま
す
。
希
望
に
満
ち
た
北
広
島
の
未
来
に

向
か
っ
て
、
市
内
唯
一
の
経
済
団
体
で
あ
る

北
広
島
商
工
会
が
益
々
そ
の
力
を
発
揮
さ
れ
、

会
員
の
皆
様
が
元
気
に
、
生
き
生
き
と
活
躍

さ
れ
る
こ
と
を
ご
祈
念
し
、
退
職
の
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。 

 <

職
員
就
任
の
ご
挨
拶>

 

■
事
務
局
長 

千
葉 

直
樹 

 

４
月
１
日
よ
り
事
務

局
長
に
就
任
い
た
し

ま
し
た
千
葉
直
樹
と

申
し
ま
す
。 

こ
の
度
、
歴
史
と
伝

統
の
あ
る
北
広
島
商

工
会
の
事
務
局
長
と
い

う
重
責
を
担
う
こ
と
と
な

り
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

会
員
の
皆
様
、
地
域
の
皆
様
の
ご
期
待
に

応
え
ら
れ
る
よ
う
、
前
職
で
あ
る
北
広
島
市

役
所
で
の
経
験
の
も
と
微
力
な
が
ら
誠
心
誠

意
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

北
広
島
市
は
、
豊
か
な
自
然
と
都
市
機
能

が
調
和
し
た
魅
力
的
な
ま
ち
で
、
こ
の
地
で

事
業
を
営
む
皆
様
は
、
地
域
の
発
展
に
不
可

欠
な
存
在
で
あ
り
、
そ
の
活
力
が
北
広
島
市

の
未
来
を
拓
く
原
動
力
と
な
る
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。 

商
工
会
運
営
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
会
員

の
皆
様
の
声
に
耳
を
傾
け
、
時
代
の
変
化
に

対
応
し
た
新
た
な
事
業
展
開
や
、
会
員
間
の

連
携
強
化
が
図
ら
れ
、
会
の
発
展
に
貢
献
で

き
る
よ
う
尽
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

不
慣
れ
な
点
も
多
々
あ
り
ま
す
が
、
会
員

の
皆
様
の
ご
指
導
を
い
た
だ
き
職
員
と
協
力

し
な
が
ら
業
務
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任
の

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 ■
「
久
蔵
翁
」の
魅
力
を
伝
え
る 

Ｐ
Ｒ
動
画
を
作
成 

 

開
拓
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
会
で
は
、
北
海

道
米
の
ル
ー
ツ
で
あ
る
「
赤
毛
米
」
に
関
す
る

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
当
商
工
会
の

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
き
た
ひ
ろ 

ま
い
ピ
ー
」
や
、

赤
毛
米
を
使
用
し
た
日
本
酒
「
久
蔵
翁
」、
米

焼
酎
「
１
８
７
３
」
も
、
取
り
組
み
の
一
環
と

し
て
誕
生
し
ま
し
た
。 

こ
の
赤
毛
米
は
、
北
広
島
に
お
け
る
寒
地

稲
作
の
成
功
を
き
っ
か
け
に
、
北
海
道
全
域

に
米
作
り
が
広
が
る
契
機
と
な
っ
た
歴
史
的

な
品
種
で
、
か
つ
て
道
南
以
北
で
の
米
作
り

は
「
不
可
能
」
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の

常
識
を
覆
し
た
の
が
中
山
久
蔵
で
す
。 

中
山
久
蔵
が
多
く
の
苦
労
を
重
ね
、
稲
作

を
成
功
さ
せ
た
歴
史
あ
る
赤
毛
米
を
100
％
使

用
し
て
醸
造
さ
れ
た
日
本
酒
「
久
蔵
翁
」
は
、

地
元
農
家
の
方
等
の
協
力
に
よ
っ
て
誕
生
し

た
特
別
な
地
酒
で
す
。
そ
の
当
時
の
米
を
復

活
栽
培
し
、
幾
多
の
課
題
を
乗
り
越
え
、
蘇
ら

せ
た
“
奇
跡
の
一
杯
”
と
い
え
ま
す
。 

今
回
、
中
山
久
蔵
と
赤
毛
米
の
歴
史
を
よ

り
多
く
の
方
々
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、

㈱
Ｉ
ｎ
ｎ
ｏ
ｖ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ 

Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ 

北
海
道
と
の
共
同
制
作

に
よ
り
、
日
本
酒
「
久
蔵

翁
」
の
魅
力
を
伝
え
る

Ｐ
Ｒ
動
画
を
制
作
し
、

３
月
31
日
よ
り
公
開
し

て
い
ま
す
。 

Ｐ
Ｒ
動
画
で
は
、「
北

広
島
と
赤
毛
米
の
歴
史
」

「
久
蔵
翁
誕
生
の
秘
話
」
の
紹
介
と
５
年
ぶ

り
に
復
活
し
た
純
米
吟
醸
酒
「
久
蔵
翁
」
の
物

語
を
伝
え
て
い
ま
す
。 

他
に
も
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
向
け
に
「
久
蔵
翁
」

を
紹
介
す
る
シ
ョ
ー
ト
動
画
や
、
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ

ｕ
ｂ
ｅ
動
画
の
シ
ョ
ー
ト
版
も
制
作
し
ま
し

た
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

   

               

   

     

          

                

 
契約年齢 ６～４６歳 ４７～５４歳 ５５～７０歳 

保険金額 １００万円 ５０万円 ２５万円 

開拓ＰＪ委員会【公式】 
Ｉｎｓｔａｇｒａｍ 

ＹｏｕＴｕｂｅ動画 

インバウンド向け
動画 

ショート動画 


